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 水道・下水道の歴史 

京都市の水道・下水道 

 

 

 

 

 

 

⇒水道･･･１０２年，下水道･･･８４年の歴史!! 

水 道： 明治45年4月，蹴上浄水場から給水を開始 

下水道： 昭和5年，下水道第1期工事に着手 
（昭和9年4月，吉祥院処理場の運転開始） 
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事業の現況 
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収入額（水道料金など，下水道使用料＋雨水処理負担金など：税込み額） 

 ⇒ 水道事業：約３０６億円，下水道事業：約４５１億円 

（施設整備への投資額は，水道事業：約１５４億円， 

            下水道事業：約１６３億円） 

取扱量（給水量，流入下水量) 

 ⇒ 水道事業：約２億㎥， 

  下水道事業：約３億５千万㎥ 

お客さま数 
 ⇒ 水道事業：約７５万件， 

  下水道事業：約７４万件 

職員数 
 ⇒ 水道事業：約７２０人， 

  下水道事業：約５４０人 

地域水道 

特環下水道 



京都市上下水道局の経営課題 
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施設の老朽化・・・・ 漏水事故の発生 
 
災害等への備え・・ 地震対策，浸水対策 
 
水需要の減少・・・・ 水需要構造の変化 
            （節水型社会，世帯分離） 
            



施設の老朽化 
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下水道管の長さ 水道管の長さ

老朽化する水道管，下水道管 

全体の20% 

全体の9% 

（全体4,155㎞）    （全体2,54１㎞） 

全体の71% 

全体の46% 

取替えをしないと，老朽管がどんどん増えていきます。 



平成23年に発生した漏水事故例 
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 洛西地区特有の腐食土壌によって引き起こされた漏水事故である。 

貫通箇所拡大 埋設状況 

Φ２００配水管 φ４００配水管 Φ２００ガス管 



災害等への備え 

6 

水道管の耐震化 雨水幹線の整備 

水道配水管の更新作業の様子 雨水幹線内の様子 



水需要の減少 
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有収水量の実績 有収汚水量の実績 

 水需要へ減少傾向で，ピーク時(水道は平成２年度，下水道は平成９年度)

との比較 ⇒ 有収水量は約２０％減，有収汚水量は約１７％減 



経営課題への対応 
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 施設の老朽化などへの対応には多額の 

 経費が必要 

                

 上下水道事業の経営は独立採算制 

               

 事業推進・効率化・財政基盤強化に向けた 

 経営プランの策定 

 将来に負担を先送りしない料金制度の 

 構築 



上下水道局の経営戦略 
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25年度 29年度 

京(みやこ)の水ビジョン（2008-2017） 

中期経営プラン 

（2013-2017） 
      中期経営プラン 

  (2008-2012) 

 企業改革プログラム 
  (2009-2012) 

 平成２６年度は，後期５箇年の実施計画である「中期経営プラ
ン（2013-2017）の２年目にあたります。 



10 

京（みやこ）の水ビジョン ～１０年間の長期計画～ 
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 上下水道事業における平成２０～２９年
度の１０年間に取り組むべき課題や目標を
まとめた経営戦略（１９年１２月に策定） 

ポイント① 

 現状分析，課題，基本理念，将来像，施
策体系，主要な取組などについて局内で検
討を重ね，上下水道事業一体で策定 

ポイント② 

 パブリック・コメント，学識者からの意
見聴取も実施 

京（みやこ）の水ビジョンについて 



施策目標 
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中期経営プラン 
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中期経営プランの５つの重点項目 

項目① 改築更新の推進 
 

項目② 災害対策の強化 
 

項目③ 環境対策の充実 
 

項目④ お客さま満足度の向上 
 

項目⑤ 経営基盤の強化 
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項目① 改築更新の推進 
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項目② 災害対策の強化 
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項目③ 環境対策の充実 
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項目④ お客さま満足度の向上 
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項目⑤ 経営基盤の強化 
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上下水道料金制度改定の内容 
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 水道管の更新費用の一部を料金に含める  
  ○水道事業及び下水道事業の累積収支の均衡 
 

  ○水道管路の改築更新拡大のため，資産維持費の導入 
     水道管の更新率を０．５％から１．２％まで引き上げ  

      20年度から24年度    ⇒ 25年度から29年度 

      更新経費=約１６２億円    更新経費=約３４４億円 

   更新経費の増額分約１８２億円のうち，８１億円を資産維持費で賄う。 

 使用実態を踏まえた料金体系とする 
 

 使用者間の負担の適正化を図る 
 

 料金支払サービスを充実する 
   口座振替割引制度の導入やクレジットカード払いの取扱い開始 

 

 



水道管の更新費用の一部を料金に含める 
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 水道料金       プラス９．６％  

 

 下水道使用料   マイナス３．０％  

 

 上下水道料金合計 プラス３．７％ 

 

 この料金アップ分は，老朽化した水道管の 

 更新のスピードアップのために使用 

 

 



使用実態を踏まえた料金体系とする 
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 一般住宅に占める基本水量 

 (10㎥)以下の使用者の割合 

10㎥/
月 



使用者間の負担の適正化を図る 
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 給水管の大きさに応じて基本料金と基本
水量を変更 
 

 ＊給水管減径利子補給制度の創設 
  水道使用量に応じて，現在ご使用中の給水
管をより小さな口径のものに取り替える工事を
され，銀行等の金融機関から工事資金の融資を
受けられる場合に，利子相当額を補給する制度 

 

 基本水量を超えた使用量にかかる料金単
価を変更 
 
 



料金支払サービスを充実する 
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市民・使用者への広報 
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１ 市民向けの周知 

  ・市民しんぶんへの掲載 

  ・ＨＰ，ツイッター 

  ・リーフレット，チラシ，ポスター作成 

  ・テレビ，ラジオ，新聞 

 

２ 各種団体，事業者向けの説明 



広報活動の例① 
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ポスターの掲示（地下鉄，スーパーなど） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お知らせロゴの印刷物や公用車等への掲載 
 

 

 



広報活動の例② 
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各区ふれあい事業等のイベントにおけるＰＲ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



経営評価とは 

 上下水道事業を推進する経営戦略のＰＤＣA 

サイクルのＣ(チェック)に位置づけ，上下水道
事業の適切な執行管理や継続的な改善と市民サ
ービスの向上を図るとともに，結果を公表する
ことにより，市民に対する説明責任を果たし，
市民の視点に立った市政の実現を図ることを目
的としています。 
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Ａｃｔｉｏｎ（反映） 

 

Ｄｏ（実行） 

 

Ｐｌａｎ（計画） 

 

Ｃｈｅｃｋ（評価） 

  「経営評価」 

 

プランに基づいて 
事業を推進しま
す！ 

事業の実施状況を 
分析・評価します！ 

経営評価の結果を
今後の事業に反映
します！ 

翌年度の方針を 
作成します！ 

ＰＤＣＡサイクル 



経営評価における 
    ２つの評価方法 

①経営指標評価 

 

②取組項目評価 
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評価方法①経営指標評価 

 経営指標評価は，財務指標を中心とした業務指標を
活用することで，事業活動を数値によって成果を示す
もので，事業の改善度を示す「指標値の前年度比較」
と，偏差値を用いて「大都市比較から見る京都市の特
徴」を分析しています。 
  
  各比較における経営状況の分析は，水道事業と公
共下水道事業の決算値を対象に，① 収益性，② 資
産・財務，③ 施設の効率性，④ 生産性，⑤ 料金・使
用料，⑥ 費用の6つの区分について行います。 

  財務指標を中心とした業務指標により，６つの評価区分を用いて経営状況の
改善度や中長期的な経営分析を行っています。 

99未満　99以上101未満　101以上

2 4 年 度 を 
100として 
改善度を示
しています。 

24年度 

25年度 
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水道事業 
料金改定による水道料金収入の増加
及び経営の効率化による支出削減に
より，19億7,100万円の黒字となり
ました。 

山ノ内浄水場の廃止に伴う
繰上償還を実施した前年度
と比べて，企業債償還元金
が大幅に減少したことから
改善しました。 

配水管の布設替
えなどを推進し
た結果，有収率
は87.3％となり,
前年度と比べて
0.6ポイント 
上昇しました。 施設規模の適正化に

より 職員定数を削減
し，経営の効率化を図
りました。 

1㎥の水道水をつくるコストは
160.8円です。コスト削減に努
め，1.7円改善しました。 
大都市※平均と比べると，7.6円
（4.5％）低コストです。 

1㎥当たりの水道水の平均価格は， 159.5
円です。＋9.6％の料金改定により指標値
が低下しましたが，大都市※平均と比べる
と，9.6円（5.7％）低価格です。 

① 収 益 性

105.4

②資産・財務

110.4

③施設の
効率性

99.1

103.2

④ 生 産 性

⑤ 料　 金

91.3

101.0

⑥ 費　 用

  

 
 

 

 
経営指標評価 
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※ 大都市比較は，東京都及び平成25年度における政令指定都市（水道事業では県が主に運営する千葉市，相模原市を除く計
19都市，下水道事業では計21都市）で比較しました。 

 

公共下水道事業 水需要の減少や使用料改定により 下水
道使用料収入は減少しましたが，経営の
効率化により，４年連続の黒字決算となり
ました。 

企業債（借金）の残高削
減を進めるなど，財務体
質の強化に努めました。 

施設の再編成によ
り，施設の稼働率
が上昇しました。 

施設の再編成により，職員定数
を削減し，経営の効率化を図り
ました。 

1㎥の下水を処理するのにかか
るコストは，105.2円で，前年度
と比べて0.4円改善しました。 

大都市※平均と比べると，27.7

円（20.8 %）低コストです。 

1㎥当たりの下水道使用に
かかる平均価格は124.2円で
す。△3.0％の使用料改定に
より指標値が改善しました。
大都市※平均と比べると，
16.9円（12.0％）低価格です。 

 

① 収 益 性

100.0

②資産・財務

103.5

101.1

③施設の
効率性

99.3

④ 生 産 性

101.7

⑤ 使 用 料

⑥　費　 用

100.4
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評価方法②取組項目評価 

 取組項目評価とは，「上下水道局事業推進方針」に
掲げる取組項目について，それぞれの項目の単年度
の取組目標に対する達成度を自己評価するもので
す。 
 
 各取組項目について，５段階評価を用いて評価を
実施するとともに，「重点推進施策評価」として，
その取組項目の上位区分である２２の「重点推進施
策」ごとに評価結果をまとめました。さらに，「施
策目標分析」で，その結果を基に上下水道事業が目
指す５つの施策目標の達成状況を示すことにより，
体系的な評価に努めています。 
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  取組項目評価は，各段階における単年度の目標に対する達成度
をＡ～Ｅ評価の５段階で評価しています。 

 平成２６年度経営評価（平成２５年度事業）から，第三者委員会で頂いた意見を踏まえ，新たな評価 
方法を実施しています。 
 
          中期経営プラン（2013-2017）に掲げた５つの重点項目別に評価を実施 
 
          平成29年度末の目標水準に対する進捗状況を一目でわかるように澄都（すみと） 
         くんの表情としずくで表示 

ポイント１ 

ポイント２ 

重点項目名 評価 平成２５年度の主な実績 中期経営プラン（25～29年度）
に対する進捗状況 

重点項目① 

改築更新の推進 
A 

・配水管の更新率0.9％【25年度目標 0.8%】 

・経年管老朽化対策工事の実施 

・蹴上浄水場第１高区配水池改良工事の実施 

・鳥羽水環境保全センターＢ系最初・最終沈殿池 

   設備工事の完了 など 

 実際の評価例を参考までに次のとおり抜粋しました。   

本冊子表紙 概要版冊子表紙 

経営評価については，第三者委員
会での意見を受け，本冊子ととも
に，市民の皆様に分かりやすくお
伝えする概要版冊子を発行してお
ります。 



御清聴ありがとうございました。 
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京都市上下水道局 

マスコットキャラクター 

ホタルの澄都（すみと）くん 

京都市上下水道局 

マスコットキャラクター 

ホタルのひかりちゃん 




